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ピルツ7
ハーフインナー

ピルツ7
フルインナーメッシュ

ツインピルツ7plus ／組み立て方法

1 2パーツを確認します 本体を広げ、張る位置を決めます 4 ポールを立ち上げます

5 張り具合を調整します オプションインナーの使用例

ピンペグ／ 20本

幕体と上記のパーツがセットされているか確認します。

張綱／ 10本

ポール／ 2本

設営時のご注意
テントの破損は設営時と撤収時に多く発生します。完全に設営が完了した状態で強度設計
されています。風が吹いているときは作業を見合わせて、風が収まってから設営・撤収を
するようにしてください。

①　はじめに幕体を広げ、立てる位置を確認します。
　　この時全ての裾固定用テープを最大に伸ばしておきます。
②　次にポールを二本とも接続して直線上に並べます。
③　ポールの各末端と中央部（イラストの a 、 b 、 c ）の位置にピンペグ
　　を打ち込みます。
④　本体裾部 a と b の部分をピンペグに引っ掛け仮固定します。

①　まず片側のポール末端を f の位置に置き、幕体の頂上部にポール先端をあわせてポールを立ち上げます。
　　一人がポールを支えておき、もう一人が幕体裾を引っ張りながら裾の固定位置 g - h を決めピンペグで固定します。
②　次に反対側も同様にポールを立ち上げながら i - j の裾位置を決めピンペグで固定し全体を立ち上げます。
③　最後にポール位置の目印にしていた c と f のピンペグを抜いて、幕体側面中央の k と i の裾部を固定します。

この時点ではピンペグによる固定位置は仮の位置ですので、全体にゆがみや
たるみがないか確認し、幕体に張りが出る位置にピンペグを打ち直します。
裾部に付属するピンペグ固定用テープに付属するバックルを利用してテント
の張り具合を調整します。
本体に10ヶ所張り綱を取り付け、ピンペグで地面に固定します。
自在で張り具合を調節し補強します。

ピルツの中やピルツの周囲では、絶対に火気を使用しないでください。

ピルツを使用する場合はピルツの周囲や内部で絶対に火
気を使用しないでください。テントは燃えやすく熱に弱い
ため溶けやすくなっており危険です。また、内部での火気
の使用は一酸化炭素中毒や酸欠の危険がありますので絶
対におやめください。照明用・調理用・暖房用などテント
内で火を使用することは危険です。薪、木炭、練炭や豆炭等
の使用も危険です。

ピルツに関しての重要なお知らせ

3 側面の位置決めをします

①　a - b に対して90度になる方向を確認し、裾部 d の位置を決めピンペグを打ち込み、裾固定部のテープを固定します。
②　d を基点に[2]と同様にポールを並べ、各コーナーが90度になる位置で d - e 、 a - e 、の位置を決め、 e 、 f の位置にピンペグを打ち込みます。
　　幕体の裾固定部のテープを e のピンペグで仮固定します。
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a 、 b 、 d 、 e の各コーナーは90度になるようにポールをガイドとして使用すると便利です。
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